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さる 2019 年 3 月 16 日（土）から 21 日（木）までの 6 日間にわたり米国メリー

ラ ン ド 州 ナ シ ョ ナ ル ハ ー バ ー National Harbor の Gaylord National Resort & 

Convention Center において USCAP Annual Meeting が開催されました。ナショ

ナルハーバーはボルチモア・ワシントン D.C. 大都市圏に属し、最寄りのロナルド・

レーガン・ワシントン・ナショナル空港からはタクシーで 30 ～ 40 分の距離に位置

しており、ポトマック川に面したウォーターフロント地区にカジノ、遊園地を中心

としてレストランや様々なショップが立ち並んでいます。学会会場となった

Convention Center はホテルと併設されており、中央は小さな公園と閑静な街を模

した小物店やバーが建ち並ぶ一角を容れた巨大な温室のようなガラスを多用した開

放感のある建物で構成されていました。会長は 2019 年よりオハイオ州立大学の Dr. 

Wendy L Frankel が つ と め ら れ て お り、 副 会 長 は 昨 年 と 同 様 Dr. David D. 

Kaminsky で し た。 今 学 会 の キ ャ ッ チ コ ピ ー は【UNLOCKING YOUR 

INGENUITY】で、直訳すると「君の創意を解き放て！」といったところでしょうか。

学会 1 日目（土曜日）、2 日目（日曜）は様々な臓器、領域の専門学会によるコ

ンパニオン・ミーティングが開催され、参加者はそれぞれ興味のあるシンポジウム

などに出席して講演を拝聴していました。学会 3 日目（月曜日）から 5 日目（水曜

日）は一般口演（platform presentation）、ポスター発表があり、3 日目には特別講

演 で あ る Nathan Kaufman Timely Topics、4 日 目 に は The Maude Abbott 

Lecture が企画されていました。Timely Topics ではコンピューター科学の世界的

権威である Radboud University Medican Center（オランダ）准教授の Jeroen van 

der Laaks 氏が、人工知能とデジタル画像を用いた病理診断の最前線について解説、

The Maude Abbott Lecture では Memorial Sloan Kettering cancer Center の Dr. 

David Klimstra が膵臓病理の最近のトピックについて解説しました。

近年は口演・ポスター発表と平行して一緒にエキスパートと鏡検をしながら双方

向性の議論を通して学ぶ Interactive Microscopy とよばれるコースが様々な領域で

開催されており、従来のロング・コース、ショート・コースといったセミナーとと

もに病理医の生涯教育の機会がより充実してきました。学会 5 日目に開催される恒

例のロング・コースのトピックは皮膚病理で、病理医が日常の業務の中で遭遇する

色素性病変のほか、付属器腫瘍、軟部腫瘍、造血器腫瘍、感染症などについて各領

域のエキスパートが講演しました。

今回の Annual Meeting はナショナルハーバーが昨年のバンクーバーと比較して

日本からの交通がやや不便で、リゾート地であるため宿泊費が高い傾向にあるため

第 108 回米国・カナダ病理学会（USCAP）が
開催されました

熊本大学病院病理診断科　三上芳喜
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か、昨年よりも参加者が少ない印象がありましたが、それで

も日本からは多くの先生方が参加されていました。特に若い

病理医の方々の口演、ポスター発表も多く、頼もしく感じま

した。学会 4 日目の火曜夕方には恒例の Japan Night が 

開催され、日本からの参加者、米国で活躍される病理医のほ

か、国際病理アカデミー関係者の先生方が交流を深められま

した。

このような盛りだくさんの USCAP Annual Meeting、これ

からも奮って多くの先生方に最新の知見に触れるとともに、

日本からの情報発信をしていただきたいと願っています。参

加費は事前登録をした場合には 399 ドルで、コンパニオン・

ミーティングへの参加費を合わせますと 599 ドルとなります。

ロング・コースを受講しますとさらに 299 ドルが追加されま

す。日本病理学会総会の参加費と比較して高額ですが、それ

だけの価値がある学会です。IAP 日本支部会員である場合は、

大変嬉しいことに USCAP 会員と同じ参加費が適用されると

いうメリットがあります。ちなみに、来年（2020 年）は 2 月

29 日～ 3 月 5 日にロサンゼルス（Los Angeles Convention 

Center）で開催される予定です。

埼玉医科大学国際医療センター病理診断科　矢野光剛

アメリカ合衆国のワシントン D.C. からほど近い、メリーラ

ンド州のナショナルハーバーで開催された USCAP 2019 

Annual Meeting に参加した。大学院生として取り組んだ卵

巣癌におけるヒストン脱アセチル化酵素について、子宮体癌

における TP53 についての研究を 2 演題ポスター発表した。

限られた時間であったが、数人とディスカッションができて、

今後研究を続けていくうえでの刺激となった。また他のポス

ターの前に立つと、発表者が積極的に話しかけてきて、研究

成果のアピールやディスカッションを持ち掛けてくる。その

ような参加者や会場の熱気は、これまで参加した他の国内外

の学会とは異なるように感じた。

私は婦人科病理を専門としているので、関連したコースを

受講した。頸部の扁平上皮内病変において、細胞診用語であっ

た SIL が組織診断用語としても採用されたのは周知の通りで

会場となったGaylord National Resort & Convention Center

Convention Centerがあるウォーターフロント地区

Nathan Kaufman Timely TopicsでAIを用いたデジタル画像診断
について講演するJeroen van der Laaks氏

The Maude Abbott Lectureで膵臓病理について講演する
Dr. David Klimstra

USCAP 2019 Annual Meeting に参加して
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あるが、従来の CIN2 が LSIL（非腫瘍性）と HSIL（腫瘍性）

のどちらに当たるかなどが大規模な study を踏まえて議論さ

れ て い た。 ま た 頸 癌 に お け る 新 た な 病 期 分 類 で あ る

FIGO2019 年分類についても、まだ本邦では採用されていな

い段階であるが、その有用性が検証されていた。日常で使用

している WHO 分類や本邦規約が、欧米を中心とした大規模

な study によって形成されていく過程がそこにあり、感激し

た。同時にそれら国際的な大規模 study の多くに、日本が参

加していないことに一抹の寂しさを覚えた。

USCAP に参加することで、病理診断の“今”を肌で感じ

ることができた。それは今後の診断や研究に役立つものと確

信している。多くの日本の病理医の方々が参加していたが、

同年代（医師 10 年目前後）の参加者が多くなかったことが

気になった。若手や中堅に向けたコースも多く、日常診断に

必要な知識の update もできるため、より多くの若手や中堅

の参加が勧められる。勿論、私も積極的に参加したいと思う。

名古屋大学病院病理部　中黒匡人

これまで幾度か USCAP Annual Meeting に参加してきたが、

これまでの参加の経緯を振り返りつつ、これから USCAP に

参戦する方向けのメッセージとなればと考えている。

最初の参加は course, interactive microscopy などの聴衆と

して、つまりお勉強目的であった。interactive microscopy

は非常に刺激的で、早々にチケットが売り切れるので、是非

早々に申し込んで頂きたい。ディスカッション顕微鏡を数名

で取り囲んで、講師と一緒に検鏡していくわけだが、日本人

にはなかなかハードルが高い。症例としては決して特殊なも

のではないが、当てられた時だけ答えるという文化で育って

きたので、講師の呼びかけに「oligodendroglioma!」などと我

先に声を上げるのに慣れていないというのが正直なところ。

聴衆としての参加も勉強になるが、自分がデータを出さずに

聞くだけという参加に疑問を覚え、手ぶらの参加はすまいと

も思った。

昨年は初めて演題を出し、ポスターとして通過。その頃に

は唾液腺領域の情報もある程度親しんでいたので、（唾液腺

界隈の）有名人から質問を受け議論できたのは非常にいい経

験だった。ただ、大学の同級生の宮田友子先生、山梨の大石

直輝先生などが血液セッションで platform（口頭発表）をや

るのを見て指をくわえていた。

USCAP の platform は、Head and neck の poster が 60 の

うち 7 演題、唾液腺では 21 のうち 2 題と、ポスター演題通

過のおよそ 10％程度のようである。今年の私の演題は

Sialadenoma papilliferum という極めてまれな腫瘍の遺伝子

変異に関するもので、症例数が少ない点やシンプルな変異解

析が主体という点で難しいかと思っていたが、明け方にやっ

て き た メ ー ル で ま さ か の platform と 知 り 小 踊 り し た。

platform は同領域の研究者の間での視聴率は高く、フロアで

の質疑もさることながら、論文で名前だけを知っている人た

ちから後で質問を受け、face to face で議論ができたことは非

常に有益だった。論文化に際し、そこでの議論の内容をふん

だんに反映させることもできた。

唾液腺領域では網羅的解析による新規融合遺伝子の探索に

関する演題が多くあった。その中で、Bishop は platform で 3

例の同一の組織所見をもつ腫瘍を検索し、共通する MEF2C-

SS18 という融合遺伝子を検出、microsecretory carcinoma と

いう概念を提唱した。もともと adenocarcinoma, NOS に入っ

ていた症例から稀な概念を抽出した訳で、病理学的な手法と

しては非常に王道ではあるが、逆に今後のこうした新規概念

はどうしても極端に頻度の少ないものとなってくることが予

想される。一方、いくつかのポスターを比較すると上皮筋上

皮癌や多型腺癌などの旧来から知られている癌の診断基準自

体の相違によると考えられる結果の乖離もみられ、この領域

の研究の基盤となる診断にもまだ詰めるべき点があることを

痛感した。私の演題も他の platform に選ばれた演題も、形態

学を重視し、シンプルな解析を基にしているものが多く、闇

雲なデータの蓄積ではない病理医だけにできる研究の価値を

再確認した。

今回は東京医科大学の長尾俊孝先生、藤田医科大学の浦野

誠先生の 3 人を中心に進めてきた 2 つの共同研究の発表の場

であった。浦野先生の論文の方は USCAP とほぼ同時にめで

たく accept、私の論文は審査待ちで、いい結果が出るよう祈

る毎日である。最初の USCAP への参加は、私が長尾先生の

ところに唾液腺をやりたいと挨拶に伺ったのとほぼ同時期。

大学院の 6 年間で大した仕事もできず、専門性のない専門医

として戻った病理で、「どうで死ぬ身の一踊り」と形態学的

に面白いなと思っていた唾液腺をやりたいと愛知医科大学の

USCAP 2019 Annual Meeting に参加して 
－頭頸部の話題とともに
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都築豊徳先生にお話し、ご紹介頂いたのが最初であった。そ

の後唾液腺に限らずいろいろな仕事を経て今日に至る共同研

究ができている事は、本当に僥倖としか言いようがない。長

尾先生、浦野先生をはじめ、これまでチャンスを与えてくだ

さった先生方に感謝し、またこれからも精進してゆきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

IAP 日本支部常任幹事・名古屋事務局長　都築豊徳

National Harbor にある Gaylord National Resort & 

Convention Center、Baltimore 3 にて 17：30 から 19：30

開始のあいさつ：吉野先生（岡山大学，現 JDIAP 会長）

乾杯：Dietmar Schmidt 先生（現 IAP 会長）

乾杯後のあいさつ：

Richard Zarbo 先生（Henry Ford Hospital）

Ray McMahon 先生（IAP 常任幹事）

Kontogeorgos 先生（前 IAP 会長）

USCAP Annual Meeting が 3 月 16 日から 21 日にかけて、

メ リ ー ラ ン ド 州 National Harbor に あ る Gaylord National 

Convention and Hotel で行われました。National Harbor を

御存じない先生も多いかと思いますが、Washigton D.C. から

ポトマス川を渡ったところにあるリゾート地です。個人的に

は留学時代に聞いたことがありましたものの訪れたことはな

く、楽しみにしておりました。結論から申し上げますと、訪

れるためにはそれなりの用事もしくかなりの興味が必要な地

域と思われました。

19 日火曜日の夕方に（現地時間 17 時 30 分から）、恒例と

なりました IAP 日本支部のレセプション“Japan Night”が

学会会場内のホテルの一室（Baltimore 3）にて行われました。

今回の参加者は 56 名で、例年同様に非常に盛況でした。日

頃面識がある先生はもちろん、日本では接点が少ない先生方

との交流が盛んにおこなわれ、Japan Night の目的の一つで

ある日本人病理医同士の交流が十分に行うことができたかと

思っています。それに加え、米国で留学中の先生方同士の貴

重な情報交換もされました。また、留学希望の先生方がこれ

らの先生方に相談される場面もありました。情報自体は十分

に得られる現在ですが、それでも実際に経験されている（も

しくはされた）先生方から直接情報を得る重要性は不変であ

ると思います。その点からも、海外との懸け橋を果たすとい

う IAP の大きな使命の一つに Japan Night は少なからぬ貢献

ができたのではないかと思います。日本の先生方に加え、

IAP 本 部 執 行 部 の Schmidt 現 会 長、McMahon 常 任 幹 事、

Kontogeorgos 前 会 長、Jane 教 育 委 員 長、 秘 書 の Charles, 

Allison さんらが参加されました。IAP 非関連では Henry 

Ford Hospital の Zarbo 先生、Tufts 大学の Ming Zhou 先生

などの多数の著名な海外ゲストが参加されました。Schmidt、

McMahon、Kontogeorgos、Zarbo 先生には日本に関する含

蓄あるスピーチもして頂き、会が非常に盛り上がりました。

次年度以降も Japan Night は継続して行いたいと思います。

USACP に参加される予定の先生方には、是非 Japan Night

に参加して頂き、色々な先生方と交流するとともに情報交換

を行って頂きたいと思います。次年度の USCAP は西海岸の

Los Angeles で行われますので、日本からも参加が比較的楽？

な地域となります。次回以降も多数の先生方の参加をお待ち

しております。

浦野先生のポスターの前で長尾先生（中央）、浦野先生（右）と

“Japan Night”の報告

Japan Night参加メンバーの集合写真



5

IAP 日本支部会長　吉野　正

2019 年 5 月 26 日（日）に台北で開催された台湾病理学会

総会（2019 年台灣病理學會暨國際病理學會台灣分會年會）に

おいて、吉野が特別講演「Lymphoma NOW according to 

the revised 4th edition WHO classification」を行いました。

また、学術奨励賞を受けた大石直樹先生（山梨大学）がポス

タ ー 発 表「Molecular alterations of coexisting thyroid 

papillary carcinoma and anaplastic carcinoma：Identification 

of TERT mutation as an independent risk factor for 

transformation」をされました。津山直子先生（がん研究会

がん研究所）は出席できませんでしたが、ポスター「BCL2 

expression in DLBCL as a prognostic marker：A study 

using immunohistochemistry and deep learning」を出しま

した。いずれの講演、発表とも質疑が活発になされて、有益

な意見交換ができました。

IAP 日本支部教育委員長　長尾俊孝

日時：2018 年 11 月 24 日（土）

場所：広島国際会議場

遅ればせながら、2018 年度の病理学教育セミナーの報告を

させて頂きます。同セミナーは、第 64 回日本病理学会秋期

特別総会の翌日、会場を呉市から広島市に移し、谷山清己会

長（呉医療センター・中国がんセンター）のもと開催されま

した。今回は、谷山先生と安井弥先生（広島大学大学院医歯

薬保健学研究院分子病理学）のご高配により、仙谷和弘先生

をはじめとする多数の広島大学病理学関連部門の方々に会場

の運営に当たって頂いたお陰で、会をスムーズに進めること

が出来ました。ご協力に心より感謝申し上げます。

午前中の病理診断講習会では、まず台湾から Tseng-tong 

Kuo 先生（Chang Gung Memorial Hospital, Taipei, Taiwan）

をお招きし、「Reflection on My Forty Two Years of“Skin 

Game”with a Special Report on Cutaneous Malignant 

2019 年度台湾病理学会総会の報告

特別公演の様子。座長の莊 世松（Shih-Sung Chuang）先生と

日台の交流。向かって一番右が大石先生。左から4番目が筆者

津山先生のポスター前でも熱心な討論が行われた

2018 年度の病理学教育セミナー 
開催される

2018年病理学教育セミナー入り口の看板
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Lymphoma in Northern Taiwan」をトピックとした特別講

演を賜りました。先生が今まで提唱・報告されてこられた数々

の皮膚の疾患概念と、台湾における皮膚リンパ腫病理の実際

についてのご講演でした。Kuo 先生は、台湾と米国で長年に

わたり病理診断の第一線で活躍されておられるだけあって、

そのお話は極めて含蓄に富むものでした。英語講演ではあり

ましたが、気を遣って下さったのか Kuo 先生の口調は大変穏

やかで分かりやすく、講演内容を容易にくみ取ることができ

ました。その後、「節外性リンパ腫」をテーマとし、当該領

域を代表する吉野正先生（岡山大学大学院医歯学総合研究科

病理学（腫瘍病理 / 第二病理））と中村直哉先生（東海大学

医学部基盤診療系病理診断学）による教育講演が行われまし

た。379 名（会員 277 名、非会員 102 名）と非常に多くの方々

に参加頂きました。節外性リンパ腫は、一般病理診断医にとっ

て悩ましい分野の一つということもあり、受講者の真剣な眼

差しがひしひしと感じられました。両先生のご講演はともに、

それに十分応える日常の病理診断に役立つ内容で、大変好評

でした。

午後のスライドセミナーも、延べ 627 名もの方に受講して

頂き、盛況のうちに終了致しました。病理診断講習会の演者

ならびにスライドセミナーの講師の先生方にはご協力頂きま

して深く感謝申し上げます。今回をもちまして湊宏先生（頭

頸部腫瘍）と田中祐吉先生（小児腫瘍）のスライドセミナー

が終了となりました。3 年間どうもありがとうございました。

一方で、今回は新規のコースが 2 つ（新井栄一先生［皮膚腫瘍］、

伊藤雅文先生［骨髄疾患］）加わりました。これらのコース

はほぼ満席で、熱気に溢れていました。

2019 年度の IAP 日本支部教育セミナーは、野口雅之先生 

（筑波大学医学医療系診断病理学）にお世話いただき、日本

教育会館で開催される予定です。病理診断講習会では、「胃・

大腸腫瘍の病理診断をめぐる最近の話題―」がテーマとなり

ます。また、スライドセミナーでは、2 つの新規コース（三

上芳喜先生［子宮腫瘍］、黒田直人先生［腎腫瘍］）がスター

トします。次回も奮ってご参加くださいますようお願いいた

します。

IAP 日本支部病理診断学術奨励賞選考委員長　長尾俊孝

下記の要領にて 2019 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記

賞の名称：IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格：�日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40 

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

問わない

選考対象：�2018 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された 

（E-pub も含む）診断病理分野における優れた英文 

吉野先生

中村先生

Kuo先生

2019 年 IAP 日本支部・ 
病理診断学術奨励賞の公募
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論文（1 編）。但し、留学先での仕事ではなく日本 

での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3 名以内

賞の内容：賞状と副賞（トロフィー）

応募方法
他薦、自薦ともに可とするが、他薦を原則とする。

申請時に必要なもの：

1．応募者の履歴書（JIS 版）

2．�推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推

薦人がいない場合）A4 用紙 2 枚以内（書式は問わない）

3．�論文の別刷 7 部（1 部はオリジナル、他はコピー可）。

PDF の場合はカラーコピー 7 部（PDF ファイルでなく、

書類を提出）

応募の締切：2019 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先：�〒 480-1195　愛知県長久手市岩作雁又 1 番地 1　	  

愛知医科大学病院　病理診断科気付　	  

IAP 日本支部名古屋事務局　	  

「IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会 

宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP 日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者を秋の 

IAP 日本支部病理学教育セミナーにおいて表彰する。また、

受賞者を IAP 日本支部の News Bulletin 紙上で公表する。

IAP 日本支部教育委員長　清川貴子

日　時：2019 年 11 月 9 日（土）

会　場：�日本教育会館	  

（〒 101-0003 東京都千代田区一ツ橋 2-6-2）

会　長：野口雅之（筑波大学医学医療系　診断病理学）

主催・後援：IAP 日本支部主催，日本病理学会後援

プログラム（詳細は https：//www.iapjapan.org/ を参照く

ださい）：

1．病理診断講習会 　（午前）

テーマ：「胃・大腸腫瘍の病理診断をめぐる最近の話題」

座長：河内　洋（がん研究会有明病院　病理部）

【緒言】

「胃・大腸腫瘍の臨床・病理－時代的変遷と現状の問題点－」

河内　洋

【教育講演 1】

「胃の腫瘍（新 WHO 分類と H. pylori 陰性腫瘍を含めて）」

九嶋　亮治（�滋賀医科大学医学部　臨床検査医学講座、附属

病院　病理診断科）

【教育講演 2】

「リンチ症候群を含むミスマッチ修復異常大腸癌の病理」

関根　茂樹（国立がん研究センター　中央病院　病理科）

概要：

病理診断に供される検体のなかで、胃・大腸に代表される

消化管は最も頻度が高く、病理診断医にとっては日常もっと

も馴染みの深い臓器といえる。本邦に於いては X 線診断学、

内視鏡診断学の進歩により多くの早期病変が発見、治療され

ている。

胃癌は、H. pylori 感染率低下を主な背景として、罹患率は

特に若年層で減少傾向にあり、早期診断・治療により死亡率

も減少傾向にある。一方、H. pylori 感染率の極めて高かった

時代と比較して、H. pylori 陰性者や除菌治療者の増加を背景

に、発見される病変の質に変化が生じているとされ、従来経

験しなかった病変に遭遇し病理診断に難渋することも少なく

ない。

大腸癌は、食生活の変化等に伴い罹患率・死亡率ともに増

加傾向にあり、従来の腺腫由来癌、de novo 癌の 2 大経路に

加え、鋸歯状病変を介した発癌経路が明らかにされるなかで、

鋸歯状病変の概念・病理診断基準にも変遷がみられる。更に

は、マイクロサテライト不安定性を示す大腸癌は遺伝性大腸

癌の表現型としてのみならず、免疫学的治療の奏効群として

も注目され、コンパニオン診断として病理医が関与する状況

にもなっている。

本セミナーでは、これらの背景を踏まえ、胃・大腸腫瘍の

病理診断について、近年の動向および注意すべき点などを取

り上げ、日常の病理診断に役立つ内容としたい。また、2019

年には新・消化器 WHO 分類（第 5 版）が発刊される予定で

あり、新分類の概要、本邦の取扱い規約分類との異同などに

ついても言及する予定である。

2019年国際病理アカデミー（IAP）日本支部 
病理学教育セミナーのお知らせ

九嶋先生 関根先生河内先生
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2．スライドセミナー 　（午後）

1時限目　13：00 ～ 15：00

＊A-1 腎腫瘍
黒田　直人（高知赤十字病院　病理診断科）

●B-1 骨髄病理の基礎と診断
伊藤　雅文（名古屋第一赤十字病院　病理部）

＃C-1 周産期胎盤と絨毛性疾患
南口　早智子（京都大学医学部附属病院　病理診断科）

＃D-1
非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）
味岡　洋一（新潟大学医歯学総合研究科　分子・診断病理
学分野）

2 時限目　15：15 ～ 17：15

＊A-2 子宮腫瘍
三上　芳喜（熊本大学医学部附属病院　病理診断科）

●B-2
皮膚の腫瘍性疾患…上から下まで所見をとりながら
のアプローチと鑑別診断
新井　栄一（埼玉医科大学国際医療センター　病理診断科）

＃C-2
リンパ腫
竹内　賢吾（公益財団法人がん研究会がん研究所病理部・
分子標的病理プロジェクト）

＃D-2 改訂 WHO 分類からみた脳腫瘍の病理診断
小森　隆司（東京都立神経病院　検査科）

（＊印は新規コース，●は来年も行われる予定のコース，＃印

は今回で終了するコース）

〔参加方法〕IAP 日本支部ホームページ（下記）でオンライ

ン登録．

午前の病理診断講習会，午後のスライドセミナーともに、

決められた期間にオンライン登録と受講料の銀行振込が必要

です。それ以降の申し込みや当日会場での受付・支払いはで

きませんのでご注意ください。スライドセミナーの受講者に

は、事前資料としてバーチャルスライドを web 上で公開予定

ですが、受講料が未入金の場合は事前の重要資料（領収書、

ハンドアウト引換券、スライドセミナー用バーチャルスライ

ド閲覧のためのパスワード等）の郵送が出来ませんので、申

し込み・入金ともに期日を厳守してください。申込期間につ

いては，7 月ごろに IAP 日本支部ホームページ（下記）に掲

載予定です。

〔受講料〕
一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員

病理診断講習会   5,000 円 3,000 円 無料   8,000 円
スライドセミナー

（1 コース） 10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

〔専門医資格更新単位〕専門医更新単位は、午前中の診断講

習会では教育講演 1、 2 で各 1 単位ずつ計 2 単位、午後のセミ

ナーでは各コース 2 単位ずつの取得が可能です。

＜新規コースの講師と概要紹介＞

高知赤十字病院　病理診断科

黒田直人

今回のスライドセミナーでは、日常

の病理診断において遭遇する可能性の

ある代表的な腎腫瘍の病理診断を取り

上げる。中でも淡明細胞型腎細胞癌、

乳頭状腎細胞癌、嫌色素性腎細胞癌、

集合管癌、粘液管状紡錘細胞癌、後天性嚢胞腎随伴腎細胞癌、

多房嚢胞性低悪性度腎腫瘍、MiT ファミリー転座型腎細胞癌、

SDH 欠損（コハク酸脱水素酵素）腎細胞癌、FH（フマラーゼ）

欠損腎細胞癌、淡明細胞乳頭状腎細胞癌、後腎性腺腫、オン

コサイトーマの病理診断を行ううえでの重要なポイントにつ

いて触れるほか、とりうる組織のスペクトラムなどについて

解説する。また、ピットフォールに陥りやすいところについ

ても解説を行う予定である。さらに、核異型に関する ISUP 

Grading System についても解説し、総論的な知っておくべ

きポイントについても解説する。

熊本大学医学部附属病院

病理診断科　三上芳喜

婦人科腫瘍病理学が対象とする疾患

は極めて多彩であり、かつ病理診断に

対応した患者管理のアルゴリズムが事

細かに設定されており、病理医に求め

られる情報が多く、疾患に関する臨床

病理学的事項にも精通しておく必要があります。さらに、若

年の女性の場合は常に“妊孕能温存”という pressure がのし

かかります。そのため、婦人科腫瘍に苦手意識を持つ病理医

が多いかも知れません。本コースでは希少腫瘍ではなく日常

において頻度の高い子宮腫瘍に焦点を絞り、診断へのアプ

ローチの仕方と最適な病理診断報告書を作成するための要点

を解説します。具体的には、子宮頸部の扁平上皮内病変（SIL/

CIN）、上皮内腺癌、扁平上皮癌および腺癌の各組織亜型、腫

瘍類似病変、子宮内膜異型増殖症・EIN、内膜癌の各組織亜

型の生検診断をテーマとして取り上げるほか、子宮体部の平

滑筋腫、平滑筋肉腫を含む間葉性腫瘍、上皮性・間葉性混合

腫瘍の診断の秘訣を教授したいと思います。

腎腫瘍

黒田直人先生

子宮腫瘍

三上芳喜先生
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日時：2019 年 11 月 9 日（土）12：00 － 12：30

場所：日本教育会館、喜山倶楽部「平安」の間

10 月頃、会員マイページにて出欠確認を行います。

日時：2019 年 10 月 11 日（金）－ 14 日（月）（予定）

場所：�Hefei（合肥）市，Fengda International Hotel Hefei, 

China

詳細：http://apiap2019.medmeeting.org

日時：2019 年 11 月 9 日（土）

場所：日本教育会館（東京）

（詳細は p.7 からの記事をご覧ください）

日時：2019 年 11 月 29 日（金）－ 30 日（土）

場所：釜山（韓国）Commodore Hotel Busan

日時：2020 年 2 月 29 日（土）－ 3 月 5 日（木）

場所：Los Angeles Convention Center, Los Angeles, CA

参照：�https://www.xcdsystem.com/uscap/program/

f8VZ00l/index.cfm

日時：2020 年 8 月 29 日（土）－ 9 月 4 日（金）

場所：�Scottish Event Campus, Glasgow, G3 8YW Scotland, 

United Kingdom

参照：https://iap2020.com

日時：2020 年 10 月 3 日（土）－ 4 日（日）

場所：京都市

日時：2021 年 11 月 4 日（木）－ 7 日（日）

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

2021 年に第 12 回 APIAP を岡山で開催することになりま

した（大会長　吉野正、副会長　清川貴子）。この会が日本

で開催されるのは初めてのことです。開催の詳細や内容につ

いては現在検討中であり、後日改めてお知らせ致しますが、

皆さまのご協力とご支援を心よりお願い申し上げます。

日時：2022 年 10 月 9 日（日）－ 14 日（金）

場所：Sydney, Australia

日時：2024 年

場所：Cancun, Mexico

日　時：2019 年 5 月 9 日（木）12：00 － 13：00

場　所：東京国際フォーラム、ガラス棟 G404

出席者：�岩崎、岩下、加藤、清川、中谷、橋本、松原、南口、

吉野、大谷（事務局）、鈴木（事務局）

第 59 回 IAP 日本支部総会

Upcoming Meeting

第 11 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

2019 年 IAP 日本支部 
第 59 回病理学教育セミナー

IAP 日韓合同スライドカンファレンス

第109回 United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting

第 33 回 IAP Congress

第 8 回日台スライドカンファレンス

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

第 34 回 IAP Congress

第 35 回 IAP Congress

2019 年 IAP 日本支部第 2 回理事会
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欠席者：�長村、小田、都築、長尾、中村、羽賀、久岡、三上、

森谷

【議　題】
●報告・連絡事項
1．�2019 年 USCAP 3/16 － 21, National Harbor, MA, USA 及

び、Japan Night 3/19 開催報告

2．�委員会報告：理事選挙の確認、2020 年日台合同スライド

カンファレンス始動

3．�International Poster Session（IPS）招聘国（中国、韓国、

台湾、マレーシア、インドネシア、タイ）承認の報告

4．その他：会員 1,000 人達成の報告

●審議事項
5．2018 年会計報告、承認

6．会計監査、公正かつ厳正であるとの報告

7．�第 108 回日本病理学会総会コンパニオンミーティングの

概要説明

8．�第 3 回ふぁんだめんたる病理診断講習会：Day-1 の講演内

容を審議

9．日台交流事業：5 月の訪台を確認

10．�病理学教育セミナー：今後はセミナー終了直後から新規

テーマを検討、過去の資料を見ながら偏りが出ないよう

にする

11．�日韓合同スライドカンファレンス：臓器別カンファレン

ス準備の進捗説明

12．�2021 年岡山 APIAP：日程や費用などの進捗説明、宣伝

方法を審議

13．�2026 年 IAP Congress 福岡立候補について：再立候補を

確認、招聘する有力者を審議

国際医療福祉大学医学部病理学　石川雄一

アメリカで活躍する日本人病理医は少なくない。このたび、

アメリカ癌学会（AACR）がアトランタで開催されたが、隣

の州であるアラバマ州のアラバマ大学バーミンガム校（UAB）

で活躍中の原田秀子（しゅうこ）先生を尋ねる機会に恵まれ

た。アラバマ州はジョージア州のとなりで、「おおスザンナ」

の歌詞「私ゃアラバマから　ルイジアナへ　バンジョウを

持って　出掛けたところです」でご存じのように、アメリカ

南部の州である。アトランタからは、車で 3 時間かかり、時

差も 1 時間あって、アメリカの大きさを改めて実感する。学

会の最終日 4 月 3 日（水）午前中に、single cell analysis に

関する plenary lecture を聞いたが、不勉強のため良く理解出

ず、ほうほうの体で会場を出、簡単な昼食後、前日に予約し

ておいたハイヤーで、日赤医療センター検査部前部長、現・

日産玉川病院病理部長の藤原睦憲先生と一緒にバーミンガム

に向かった。バーミンガムは、アラバマ州最大の都市で、周

辺を合わせた都市人口は 120 万人くらいらしい。アラバマ大

学はアラバマ州立の大学で本校はアラバマ大学（UA）だが、

医学部は UAB にある、教育レベルも高い。医学分野はアメ

リカトップレベルといい、各種ランキングでも上位を占めて

アラバマ大学病院病理部訪問記

理事会出席者の集合写真
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いる。大学病院は大きな建物で、となりにバーミンガムVA（退

役軍人）メディカルセンターがある。原田先生は anatomic 

pathology および molecular pathology の責任者の准教授で、

かなり広範囲の仕事をしておられた。教授の G. Netto 先生が

泌尿器病理学を専門としているので、乳腺病理を専門とする

原田先生も、最近はその関連の学会発表も行っている。原田

先生の部屋には、東大の卒業証書、日本の医師免許証、アメ

リカ（アラバマ州）の医師免許証、病理および遺伝医学の専

門 医（ ボ ー ド ） 証、Drexel 大 学・Johns Hopkins 大 学・

Pennsylvania 大学の研修修了証が掲げられていた。病院見学

の後、原田先生、Netto 先生を含め、4 人で食事に出かけた（写

真）。教授の Dr. Netto は、快活で親しみやすい方で、転座を

有する腎癌などの泌尿器病理学から、トランプ大統領の移民

政策まで、広い話題で話が盛り上がった。彼は、シリアから

の移民で、シリアの現状を憂えつつ、大統領の移民政策を批

判しておられた。因みに、Prof. Netto はこの度、Mod Pathol

の Editor-in-Chief になられたとのことである。名残惜しみつ

つ、9 時にバーミンガムを後にして、アトランタへの帰路に

ついた。

病理学教育セミナーの申し込みは HP からになります。会

員の方は ID とパスワードが必要となりますのでご確認くだ

さい。

東京事務局

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

名古屋事務局

TEL：090-5876-9014

Email：nagoya.office@iapjapan.org

IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1．�病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引	  

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2．�スライドセミナーの会員割引	  

1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円	  

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合	  

会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円	  

= 計 32,000 円	 

非会員　受講料＝ 38,000 円	  

6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3．�USCAP Journal を会員価格で定期購読	  

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-	  

1 冊の年間購読料 約 $99 ～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　News Bulletin

5．�スライドセミナー 3 年経過したものを HP 上でハンドアウ

ト公開（予定）

6．�国際学会の情報取得	  

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日 韓 合 同 ス ラ イ ド カ ン

ファランス / 日台合同スライドカンファランスなど
一般会員 シニア会員 ジュニア会員 非会員

入会金   1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費   6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会   5,000 円 無料 3,000 円   8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上の現会員希望者

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

�特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します

* 申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式を

ダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してくださ

い

アラバマ州バーミンガムでの夕食の後でのスナップ。
右から、藤原睦憲先生、原田秀子先生、筆者、Prof. G. Netto

事務局よりお知らせ

IAP 日本支部会員になろう！
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国 際 病 理 ア カ デ ミ ー 日 本 支 部 Japanese Division of 

International Academy of Pathology（JDIAP）は、日本病理

学会と連携しながら国際交流を通して本邦の病理診断学の振

興をはかるために様々な活動を行っています。その中で代表

的なものとしては、日本病学会秋期特別総会にあわせて開催

する病理学教育セミナー（病理診断講習会およびスライドセ

ミナー）、日本・韓国合同スライドセミナー、日本・台湾合

同スライドセミナー、などの生涯教育の提供が挙げられます。

2017 年からは主に若手病理医を対象とした「ふぁんだめんた

る」病理診断講習会を始めました。また、卓越した業績を残

した若手病理医には毎年病理診断学術奨励賞を授与していま

す。JDIAP に入会することのメリットとして、（1）病理学教

育セミナーの受講料や米国・カナダ病理学会の機関誌である

Modern Pathology、Laboratory Investigation の購読料など

の割引、（2）JDIAP を通して様々な講習会、学会に関する情

報が直接得られること、（3）国内外の病理医と親交を深める

機会が数多く得られること、などが挙げられます。たとえば、

米国・カナダ病理学会では毎年日本からの参加者と在米の病

理医、その他 JDIAP と親交がある世界各国の病理医が集う

懇親会である「Japan Night」を開催しています。JDIAP の

会員となることによって、国際的な視野と識見を兼ね備えた

病理医となることができると期待されます。

新入会員はこの 3 年間に急増しており、2019 年 5 月の時点

で 1,000 名を超えました。より多くの病理医の方々に本学会

の趣旨に賛同し、会員として加わっていただくことにより、

JDIAP は今後大きく発展し、多くの情報発信を日本から行っ

ていくことが可能となります。2021 年には岡山でアジア太平

洋 IAP（APIAP）の開催が予定されています。また、目下

JDIAP は 2026 年の国際学会を福岡に誘致する活動を進めて

います。そのためには多くの病理医の協力が不可欠です。既

に会員となっている方々におかれましては同僚や近隣の病理

医の方々にお声がけをいただくようお願いいたします。是非、

JDIAP にご入会ください！

本年度も賛助会員として下記の 8 社がご入会くださってお

ります。年会費は 50,000 円で、IAP 日本支部の発行物などを

紹介させていただいております。ご協力に大変感謝致します。

会員の皆様、当学会の活動に賛同いただける、その他の企業・

団体様をご紹介いただけると幸いです。

㈱東京セントラルパソロジーラボラトリー

株式会社　日本臨牀社

株式会社　フィリップス ジャパン

株式会社　臨床病態医学研究所

サクラファインテックジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士製薬工業株式会社

ライカマイクロシステムズ株式会社

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　久岡正典

委　　員　�三上芳喜	  

渡辺みか

JDIAP 賛助会員


